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Abstract

平***

Hitachi,Ltd.,reCently completed Type ZRE relay･Thisis animproved

typeof the horizontaltype relay currentlyinusein70%ofautomatictelephone

exchangestationsin thiscountry･Compared withthe conventionaltype,itis

made far safer from dust troubles by the use of twin contact type,andits

contact pressureis kept with a greater stability by means of thecard drive

mechanism.Thus,When dust has piled up on one contact as high aslOO

microns or so,the contact mechanism as a whole stillfunctions correctly as

long as another contact can develop pressure not smaller thanl･7g･AIso,

contact pressure decreases no more than2g evenif the height ofthecontact

tip has worn out about O.25mm･

Test resultsindicate that this relay used for the automatic exchange can

showoperationsafetyfactorfordialimpulsealmost aswellastheconventional

horizontalrelay,Whileit retainsalmost the same contact pressure after about

twenty million-times operation･

〔Ⅰ〕緒 言

電謡交換機用継電器は,少い枯野iの部占もを紀｢~㌻せて,

封和)複雑なIiil路上の二要求に危こじ,几花数万～数【一方の

多量生産に過した構造を有していて,手動,日動交換機

その他の川途に,きわめて数_多く似†1され,糾重の重要

な継電機能を満し,これ⊥_1装r仁王のIll核をなしている｡こ

のうち,水､lリ陪継電器(1)(2)は,栽揮l自動交換局の約70%

を占めるA形l｣軌交換機構成･憫鋸lに使用され,構造㍑

比較的璧周で,また弄去大28枚のバネを摺崩し,速軌速

f廷‖],緩軌緩慢=lなどの作軌lけ問の要求,2段軌作の要

求なご,種々のl購則雄能｣二の要求を溝すのに適している｡

しかL.,こ〃)継電器吊,その調整規格の_とか↓二J,ブレー

ク標∴[､ミ圧力び~)碓保が囚閥巨∴あり,メrク接点疋力H,継

電器を似川十~るに一__)れて,急徴こ減少し(3j,またさら･ニ

塵挨に上引童′.しi:が人きい±い十失点がある.｡

l†立製作伸二お･.､ては,かねて上り,この点に右目し

て研究な続けて来たが,ノト1L｣,ZRE形双子接点7k半形継

電器を製作し,これムゝ)の欠∴l､r､を除一夫して,安定な,長寿

命びう継電器上するこ上ができた｡

以下にその性能にづいて紬晰l｢し,御批判を仰ぎたい

と思･.う｡
******

日立製作所戸塚工場

〔ⅠⅠ〕ZRE形双子接点水平形継電器の構造

(l)取付寸法および外形

第1図に示す上おり,現用のFlt一接点形水平形継電器

±比較Lて,11叉付寸法ほ全く同じであり,外形もほとん

ど変らないので,既設計の水牛暢酢電器の取付鉄板H,

(a)ZRE形 終 電 器

(b)水 平 形 継 電 器

第1囲 ZRE 形双子接点水平形継電器と単一鞍点
水平形継電器

Fig.1.ZRE Twin Contact HorizontalType

Relay and Single Contact Horizontal

Type Relay
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第1表 ZRE形 継 電 器 の 穐 顆

Tablel･Kinds of ZRE Type Relays

ZRE形継竃器■水平形継電器l(鮒濃時接前例蔑みて)
ZRE-1000号形

ZRE-2000号形

ZRE-3000号形

ZRE【4000号形

ZER-7000号形

Ziこ正一8000号形

221号形

222号形

223号形

224号形

247号形

248号形

接点バネ組立が左上にある

接点バネ組立が右上にある

接点バネ開立が左上,下にある

接点バネ組立が右上,下にある

ZRE-1000号形で長い接頚子を使
用し,復旧時間を大にしたもの

ZRE【2000号形で長ln接三扇子を使
用し,複旧葦間庵大にしたもの

そのまま使用可能であり,また,規用の水平形継電器を

坂付けてあるところには,そのまま1｣叉替えが可能である｡

瀬付方法および構造による種類は,水平形継電器と比較

すると第1表に示すとおりである｡

(2)接点バネの構造

茅l図に示すとおり,水平形継電器ほ,1枚の接点バ

ネに,ただ1箇の接点のみを有する｡いわゆる単一接点

形であるのに対し,ZRE形継電器は,1枚の接点バネに

2箇の接点を有し/,これによって塵挨障害を防ぐ,いわ

ゆる双子接点形である｡既存の双子接点形継電器はいず

れも,2箇の接点の｢トL､と,接点バネの根本の中心をむ

すぶ綿をはずれたところに,接ノエバネの支持点があるの

に対し,この継電器の支持点は上記の中心線上にあり,

接点バネのよじれによる接点圧力の不均一を防いでい

る｡また接点の形状は,水平形継電器は,半球状のオー

バル接点であるのこ対し,ZRE形継電器は,梯形のノて-

接点を,十字形に組合せて使用し,双子接点にした場合

の性能劣化を防ぎ,調整を容易ならしめている｡さらに

弟2図に模型的に示すとおり,水平形継電器は,接極子

先端のプッシングが可動バネを押すいわゆるプッシング

駆動方式であって,接ノEバネの枚数の多いときは接極子

より遠い側の可動バネは,接梅子に近い側の可動バネに

よってさらに押されるという機構であるが,ZRE形継電

器は,カード駆動方式(4)(5),すなわち,接梅子アームは

カードと称する絶縁片を押し,カードに張力をかけた可

動バネが,カードが逃げるこ.とによって静止接点に接触

し,接点バネ枚数が増しても,す/くて1箇のカードによ

りに駆動する方式である｡

〔ⅠⅠⅠ〕双子接点の独立性

(り 双 子 接 点

単一接点形の場合ニ,接点問に絶縁性の塵挨が入ると,

薄い繊維質の魔境の場合には,ある値以上の接点圧力に

よって 気的に接触するこ土が可能であるが,厚い繊維

質の場合および土砂質の峯挨の場合には,接点圧力を増

大しても電気的に接触することほ不可能である｡これを

評 論

(戊)規岡の水中鋸泄電富一7ッシング駆垂♪

rr｣｢
カードノrネ わード

--ノ 可
_J

＼ ヽ

＼ ＼

-ミー

カードガすド 接梅子アーム

(ム)即は舵機毎竜一力一ド駆酌

茸:カードの方向きβ〃○巨ほ云し.ち化置7示した

第2国 技 点 バ ネ の 駆 動 樺 構

Fig･2･DrivingMechanismofContactSpring

第3図

双子接点の独立性(Ⅰ)

Fig.3.

IndependencyofTwin

Contact(Ⅰ)
∂

双子接ノ∴にすれば,一組の接点が接触不良となっても,

他の一組の接点が前者1独立に動作する場合,これが接

触することによって接点は導通し,回路動作に支障を与

えない｡また接点圧力が低い場合には,単一接ノエでこ一三,

薄い繊維質の場合や,わずかな汚れの場合でも,容易に

接触不良となりやすいので,双子の効果ほ,とくに大き

くなる｡しかし,構造をそのままにして,単に接点バネ

の先端を2股に割るだけでは,接点圧力は半減し,双子

の効果はなくなってしまうので,この.11u二ほ十分に考慮

をしなければならない｡

(2)双子接点の独立性

第3図において,一方の接.l.■㍍こ,大きさβしり魔境が入

った場合に,駆動圧力をIFにLてちようご他方の接点

が接触したとすれば,独立性の大きさんこ工

ん…昔(mm/g)‥ .(1)

で表わされる｡すなわち,独立性の大きいバネ㍑,塵瑛

の大きさβが同じ場合には,少い接触圧力で他方が接触

し,また,駆動圧力1Ⅳが同じ場合には,大きな魔境が

入っては,他方の接点ま接触する｡したがって,双子接

点こおいては,この値はできるだけ大きくなるように製

作すべきである｡
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第4図 双 子 接 点 の 独 立 性(ⅠⅠ)

Fig.4.Independencyof TwinContact(ⅠⅠ)

(3)ZRE形継電器の独立性

接点バネの先端を2股こ剖つ77こ場合,判れ満の探さが大

きいほご,双子接点の独立性･:ユ大きくなる｡しかし,プ

ッシング駆軌の場合トヱ,第4図(a)に示〉う~ように,プッシ

ングの駆動張誹二により甜Ⅲ-ミされて,溝の深さJをある倍

以上にするこ土:エできないが,ZRE形継電器は,カード

駆動こしたため,第4図(b)のように,十分Jを大き`′こ

するこ±が叶能にノなった｡

この狩再北三を,接点バネの2股こ二分れた先端部のステ

イフネスの逆数上して計算したもの,および実測値を他

の継電器土比較する上(4),第2襲および第5図となる｡

魔境の大きさ㍑ごの程度か土いう資料は十分ではない

が,文献(6)に上り,最･人40〟の人きさの塵竣が一方

のは宜Ⅷ肛二人ってもZRE形維電眉墨,約0.65gの駆動

圧力で動作させた時川虹い功ま点が接触し,別の文献(7)

による100/Jとしても,この継′孟器はわずか約1.7gの

駆動圧リJで,ば触不良を防ぐこ上ができる｡

また,駆軌圧力を 20g:二調整した場合には,塵填,

そ『)他こよる接ノ知碑)､ド行性の狂いが,約1･2mm(約

50mil:1mil=1/1,000γ)ご･打っても,仙んの接点はは触

するが,既存の継電器でこ上,二リー許容しうる狂いは,た

とえば,ウエスタン･エレクトリック会社のUB形継電

器でも,約0.8mm(約30mil),U形継電儒では,約

0.08mm(約3mil)こすぎない｡

すなわち,ZRE形継電器の独_項･′†三ほ,他の継電器の数

数～

▲
′
■
▼
- 卜倍であって,実用上考えられる最大の塵挨に対

しノても,2g以下の接点J上力で,他方の接一㍑の接触が~可

能なた漬,実際の用途において,塵挨帽菩吊,ほとんど

!ノ`己全こ避けることができる♂~)である｡

〔ⅠⅤ〕カード駆動による負荷特性

(り プッシング駆動方式とカード駆動方式

継電器を長時間使用Lた場合ニ,接点は次第に消耗し

て,接点圧力が減少する｡いま,は点の高さの減少量を

d玖 これによか倭点圧力の減少量をdlアとれば,接点

圧~ノJJ〕安ぷ性βは

β≡
dⅣ

』J打 .(2)
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第5図

Fig.5.

欝6図

Fig.6.

第 2 表

Table2.

1309

各双子接点静電器の独立性

Independency of Twin

Contact Ralays

独立性ん(mm/g)

実 讃す .い

､I

ZRE形継電器

U B形継喝器

U形継電器

0.0601

l
l
i

ヽ

′

′

/

/

ヽ

′

/

/

田

Z〝F形

十貸)

′

′

(芙_測)

′

/
/

/

γ

′

〝β形

γ

γ

〟形

0.0618

0.0380

0.00428

J ノ汐 〟 ガ 2タ

接臭圧 力 〝(g)

各双子接点継電器の独立性

Independency of TwinContact

Type Relays

ステイブスス

大

ステイブスス

〝
小

ルウ

ル1

△〝 ト△〟
J･

･

′ √

変 相

接点 の 消;絶 と 接点圧力 の 減少

ContactWearandDecreaseofContact

Pressure

わされる｡この場合βが小さいほど継電器は安定と

いえるわけである｡一方接点バネのステイフネスは

5=

.(3)

ただし g:ステイフネス Ⅳ:荷重 ズ:変位
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なので,(2)式ヒ比較してわかる土おり βを小二す三ニノた

めここユ,一般こSを小こすれば土いことがわかン〇｡

すなわち,第`図において,トコ｣一の駆動圧~ノJⅥ′をう

るためニ,ステイフネスの大きい接1■レミネは,小さ1.､変

イ､ンニ∬1を必要上すご)が,ステイフネスの小さ1･.､接点バネ

は,大きい変位∬2を必要上する｡Lたがって,接∴-∴の

高さが封7だけ消托する上,変位はそれぞれ封7だけ

減少して ズ1′,∬2′ となり,それに対応した腿軌圧力は

l仇,耶となって,仇,β2,をそれぞれステイフネスの

大きい場∴および′トさい場.′押〕β上すれば

β1=
Ⅳ-Ⅵ′l▼オⅣ1

∬l-∬1′■A首

dlダ1>dⅥ72

∴ β1>β2

β2=
ll- 1l-

.｣lト
∬2-∬2′ ｣月~

よって,ステイフネスの小さ1.､~んが,騨軌匠〕Jの減少の

剖合は少い｡

しかし,可動バネのステイフネスを下げるこ上は,第

7図(b)に示すようこ,動作後,可動バネと静止バネ問

の間隔がせまくなって,短絡のおそれがあるため,ある

程度以上にステイフネスを~Fげるこ上はできな1､､｡この

問題は,カード駆動力式によって解さ来される長巾の一つ

てある｡

すなわち,第7図(a)ニ示すように,~･･｣▲軌バネの予備

変位をカード土称する絶縁ノ十で静止バネからひき離し,

カードバネによって,接極子ア←ムの~ノJ向に軽く圧せら

れている｡継電器が動作する上,カ←ドほ接種子アーム

に押されて移動L,可動バネほカトドの移軌につれて静

止バネに近づき,つ1･∴二接触する｡カrドはその後,接

∴■､(の圧:ノ｣を確保するため,あと僅か移動して動作を終る｡

この機構であれば,図示のように,可動ノiネはステイフネ

スを小にし,十分な予帖変位を与えることが~叶能である｡

(2)メーク接点の機構

第7図(a)のカードの駆動J式によるメ←ク接点にお

いて,接恒子アームにかかる負荷と,アーム,すなわち

カ←ドの移軌(カード･トラベル)との関係を示す上,

貰8図のようになるっ ここにおいて

二:プ
辞止ノ

冥:;
/

∩

＼可軒ノ

接傾子ア

(β)ナッシング男区新方式

､ご､l-･1･も

薫0:

か2り:

貪1:

β21:

才一_:

β22:

ろ3:

∂23:

｣上J:

S:

Ⅳ:

lt●.:

SlO:

S(1):

弟37 拉 ㌶19-1ニー

淋電器の~､肯常咄∵∴h.､てカード接触イアームに

加えてし､る圧力

f12 の張力をノj･えかために必要美カード砧甘二

おけ石)カードバネの変†､'/二

可動バネが青1日ニバネに接触する′･L二おいて,カ

ードの接種子アーム･ニ木目~るn荷

可動バネが静｣Lバネに接触するまでにカードの

移動する距離(か20をふくむ)

カードが可動バネから離れZ)∴■二くて･ニおいて,カー

ドの接極子アームに対する負荷

カ←ドがrり-軌バネから離れるまでに,カードの

移動する距離(β21をふくむ)

継電器が完全に動作し終った±きの力rドの接

極子ア←ムに射すろ負荷

継電器が完全に動作し終るまで;‡,カードの移

動する距離(か22をふくむ)

カ←ドバネのカ【ド≠瑞勘こおけろステイフネス

~可動バネのカード付二置におけるステイフネス

静止ノiネ上~n｣■動バネのカード付二置における綜/.↑

ステイフネス

項掛バネと静止バネの接′･.■ぇが接触した状態での

カード位置におけ㌃変位,すなわちカード位

置のフォロ･-

継電器が完全に軌作し終った上きの,カードと

･1_｣`勤バネの間隙(貰7図参照)

接点間隔(第7図参照)

叶動バネ土静【レ〈ネの接点が接触した状態での

接点位眉における変イ＼■/二,すなわち接点のフォ

■-1｣-動バネを静止バネからひき離すときの張力

真の駆動圧力

可動バネの接点位閏におけるステイフネス

静止バネの接点位置におけるステイフネス

これによりメーク接′たの機構を既発表の文献(3)により

計算する土以下のようになる｡ただし,この場合,接点

バネの変位は,負荷と直線関係を有するくらい小さいも

#
三募壬

フド柏 鋸
11

/

ー
L⊥∂c
こ~｢

可車力

接通子7
プ′ク

_丁〆｢
巨J一丁

∴
J

_-1⊥1ニごご1ユニニーニニー~

(Jj カードち区軌方式

第7図

プッシング駆動方式とカード

駆動方式

Fig.7.

B11Shing Driving System

and Card Driving System
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第9図

Fig.9.

のと仮定しているが,実用縄価でこの仮息土止しい土思

われる｡

(A)カードが軌いてかF)可動バネの接∴■こf､が臥1Lバネ

に接触するまでは

f㌔1=ろ0+(520(2)+g2D)(ゐ21上)¢)……‥(4)

ここにおいて

巌l:力点がカードの位置にある場i′丁,カード位苫

の変f立上の比

(B)は1-､(が接触してからカードが･1j▲動バネから離れ

るまで

f㌔2=.Rl+(520(2)+5)4D‥.‖………(5)

文献(3)の(3),(4)式こ

510

~壱(1)

±おいて

5=

≪1……………………….(6)

520

1-(1/ゑ12ゐ21)

4∂=可1←元去2こ)禁

‥.(7)

ブレーク接点の負荷特性

Load Characteristics

of Break Contact -十

ここにお1Y､て

点12:援.Lご､くの位置に力点のある場仁㌻,接ノ∴叩)位遣の

変位土カ←ド位置の変位との比

(C)カードが~｣-｣▲動バネから離れてから,接極子が動

き終るまで

f㌔3=f㌔2+s20(2)S…‥..
.(9)

1311

q二

凰

轟

韻

(3)ブレーク接点の機構

カード駆動の場.′γのブレーク接点は,ちようごメーク

接.･上が板Il二ける±きの機構と,全一こ｢∩川ミである｡したが

って,第?図のような動作図上なる｡

(4)駆 動 圧 力

貢の駆動圧力Ⅳ0は測定不可能なので,叶動バネを静

_lトバネからひきはなす土きの張力Ⅳを洲走して,騨動
圧力測定の基準としで､､る｡カード駆動の場了手,メーク,

ブレーク上も,この機構け水平形継電器のプレ←ク接点

機構(3り二同様で,弟8図および第?図のようになる｡こ

れらの図より

ll■-.､
Ⅳ

1+(slO/s(1))

(6)式上り

Ⅳ0=≒Ⅳ ‥

.(10)

‖(11)
(5)接点の消耗による接点圧力の減少

同様に既報の文献(3)の(10)式にこの文の(6)式を代

入してつぎのようになる｡

β≒510 ‥.‥

‥(12)

〔Ⅴ〕ZER形継電器の負荷特性

(り トランスファー接点の負荷特性

第10図(次貢参照)にホすような,代表的なトランスフ

ァー接′･烹の場合について,〔ⅠⅤ〕項の(2)(3)で述べた式

を用い,実測したステイフネスを代人して計算し,接極
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】

サリ∵ング枢訂げ持て ボーヾ貫匡き力方式

トランスファー
間隔大

間隔小

援 兵
/

--･●

メークビワオー 間隔小

ブレーク接突 間隔大

ー●

第10図 トランスフ
ァー接点と

メ
←ク･ビフ ォ

ー･ブレーク接点
Fig.10.Transfer Contact and Make before

Break Contact
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第11匡IZRE形継電器のトランスフ
ァー接

点の負荷J特性

Fig.11.Load Characteristics of Transfer

Contact of ZRE Type Relay

子のヒンジかと〕カ←ドの位置まで三,ヒンジから鉄心ま

での比,すなわちテコ率(3･)2･246を札､て,鉄心の位置

における接怖テトラベルと,カrドの位置における負荷

との関係せして図示すると,第11図のようこたる｡

(2)接点圧力減少の割合

(12)式により,実測したステイネスを用いて,ZRE形

継電器の接点の消耗こ対する接点圧力の減少を求め,こ

れを他の継電器′と比較すると第12図のようになる｡いい

かえる･と,最初同じ 25gの接′点圧力に調整を上った場

イ_γ,接∴lェの高さが0.25mm減少Lたとき,各継電器の接

点圧力は第つ表のようになる｡これでわかるとおり,現

川の水平形継電器は,セレクタのA,E継電器のように,

連動継電器ヒして附‖されるものは,メ←ク接点の試さ

甜

ガ

へ
景
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ヰ
コ
無
G
寺
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へ
出
張
W
～

第37巻 第9号

仇㌢形
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芦

ノ長年形

】
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フfて那㌢一姫(プレー.ク)

(ブレークおよひリーク)

7jく御2速輔けし¶ク)

水平河そ-一得い㌧ク)

〟月Z(メークJ

♂/ ヴ∠ ♂∫

手鼻真の高さの消束(鼎別

第12図 二各継電器の接点高さの消耗に対す

る]安点圧力減少の割合

Fig.12.ContactIIeight Wear and Contact

Pressure Decrease of Relays

第 3 表 各継電器の接点高さの消耗に対する

接点圧力の減少 (単位g)

Table3.Contact Pressure Decrease for

Cantact Height WearofRelays

ブレーク接点 ≡ メ
ーク 接 点

(注)25gの接点庄力の継電器の接点が0.25mm椚托した場合の接

点圧力

断続Tlム

了■ 接実

月:g彪▼-〝♂/誰電蓋(試料)

β:朗トス炒

r:躍一〝〝

レ〝= 上昇電旭丘

(負荷J

第13図 寿命試験回路

Fig.13.Life Test Circuit



日 立 双 子 接 点 水 平 形 継 1313

が,合計1mmのうち約0.2mm減少すれば,接点は接

触しなくなり,現実に熔着をおこすのに対し,ZRE形継

電器は,0.25mm減少しても,なお約1･3gの圧力の減

少しかみられない｡したがって,同じ用途に使用した場

合,ほとんご再調整は不要となるわけである｡

(3)寿合試験結果

(2)項で述べた接点圧力の安定性を,寿命試験によつ

て確認するため,代 的な1号AセレクタA継電器につ

いて第13図の回路で連続動作させ,接点の高さの消耗土

接点圧力の変化を測定した｡ 呆は第11図～第け図(次

頁参照)に示すようになり,これを既報(3)の水平継電器

と比較して示すと第18図(次貢参照)に示すようになる｡

すなわち(2)項で述べたような結果が立証され,水平形

継電器は約1,000万回の動作で接点が熔属するに反し,

前

(1) プ レ

∴: 且ミ ∴

(2) メ 一

策14図 寿 命 試 験

Fig.14. Contact Height

前

ZRE形継電器ほ,約2,000万回 用しても,接点圧力

はまとんど変化せず,再調整ほ不要となり,寿命は飛

的に増加するこ上が確認された｡

〔ⅠⅤ〕ZRI∃形継 電 器の特長

以下にZRE形継電器の特長を列挙する｡

(1)双子接点の独立性が著しく大きい｡

〔ⅠⅠⅠ〕項に記したとおりである｡

(2)接点の消耗に対しては接点圧力の減少が著しく

小さい｡

〔ⅠⅤ〕項に記したとおりである｡

(3)カード駆動音式により,さらに,つぎのような

特長がある｡

(A)(2)と同じ理由により,あらかじめ変位させた

ク 接

2,000万回試験後

点

2,000万回試験後
ク 接 点

後 の 接 点 の 高 さ

before and after Life Test
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(注)接点の高さほ一対の接点を組合せて測定

第15困 却作による接点高さの消耗寿命試験

Fig･15･Contact HeightWearbyLifeTest

へ5

仁
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サ
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】
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､
､
-
､

-､

車力作回数 (万巨り

第16図 寿命試験によるメ←ク接点バネ張

力の変化

Fig･16･Decrease of Make cantact Spring

Tension by Life Test

接一正バネを組込んで調整する場合,変位がばらつい

ても,接点圧力の変化が少いため,製造保守に当つ

て調整がすこぶる容易である｡

(B)幕】0図のような,メーク･ビフォー･プレ【クの

糾合せの場合,寸法の違ったカードを使用するだけ

で,トランスファrの組合せと同租臼二容易に調整が

可能で,他の継電器のように,異った形の接点ノマネ

を必要とせず,複鞘な調整をしないですむ｡

(C)大部分の調整沃カートバネの調整のみですむ｡

(D)接種子のトラベルが,種々の接点糾合せに対し

第37巻 第9号
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】
】

l ｣
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∴ .

･
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動作回数(万回)

第17図 寿命試験によるブレーク接点バネ

張力の変化

Fig･17･Decrease of Break Contact Spring

Tension by Life Test
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Fig.18.

Z肝汽壬維竜三メークほ臭

g躍捌圧電三ブレーク接央

那平方三組電星プレウ接臭

刀く年形細電基メーク積臭

叔7 +仰汐 ノ儲汐 ∠御

重力件回数 (万回)

寿命試験による接点圧力減少の比較

Comparison of Contact Pressure

Decrease by Life Test

て数種類のみしかないため,多くの調整用シックネ

スゲージを必要上しない｡これに対し,規用の水平

形継電器は,10～40milまで1mil上びに数多く

の調整用ゲージを必要とする｡

(E)メーク接点とプレ←ク接点は,接∴■土庄力も,接

点の消托こ対する圧力の減少も,接点のフォロ→-も,

全く同じ形であるため,回路設計の場r㌻,回路の機

能によって,メーク接点を選んだり,ブレーク接た

を選んだりする必要がなく,回路設計にきわめて便

利である｡

(F)カードニ使用する材料は,プッシング用の材料

より,耐磨粍の大きなものを選定しやすいため,容

易こ寿命を長くすることができる｡
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(G)プッシング駆動でこま,バネの_多∵牒㌃正に,バネ

プッシングの麿托が,つぎっぎこ累積されて,外側

の接.点ノミネに著し一こ影響するが,カード駆動の場.き,

箇々の.磨耗は,その対向する接点ノミネニ影響を与え

るのみで,累積するこ上がない｡

(H)プッシング駆動の場.イ丁,メーク接点が懐旧する

ときは,接点バネの静的項≠二の反抗力のィフ.人によるた

め,接点が軽く熔苗しても,接たバネは開放不能と

なるが,カrド駆動の場.′γこま,すでにある速度をも

ったカードが,吋動バネこ衝撃を与えてご､きはなす

ため,相当の熔着があっても,開放不能土:なるこ±

はない｡

(4)接点圧力㍑接点バネの張力で直接指出さjtろ｡

(A)硯用の水平形継電器のように,接点圧力が不感

動乱㈲二よる間接的な指定てな'.､ため,接点圧力の

ばらつきが少く,±くこ水平形継電器の欠点である

プレー･ク接点旺力調査某こ保4■キされる｡

(B)通常の用途二対してこi,不感動電流の指定が1こ

安となるため,調整の手数が減少する｡

(5)棒状接点滝｣-･字形二札′γせて使用するた琉(】0)

製造上2筒の接た間切ピッチがばらついた場｣ケ,弟l?図

に示すようこ半l~-1形接点でて′ま同一変化て-け,接た圧力が

(の半円月三才真実

(さ主jご賓化LなLlと!義美水量触しない)

ごβ)綿状鳩臭

第19図 半円形]妾点と棒状按点の比較

Fig.19.ComparisonofOvalContact and

Bar Contact

摘冒各柁緩

減少するが怖岨妾点では接点圧力は変化しない｡

(6)バネの種類が少なく,製造,保守の管理が容易

である｡

硯用の水平形継電器は設計上,不感動電流を高めたり,

駆動圧ノブを下げたりする場｢γ,接点フォロrを同→にし

て行うたゆ,.多くの厚さのバネを必要としたが,これを

カトドバネの張力および接点圧力の直接指定で行うた

め,バネの厚さの種類が少くなる｡

(7)調整用工具が少い｡

規用の水平形継電器土寸法がほぼ同一であるため,水

平形継電器の調整用工具はそのまま使用でき,さらた上

述の理由により,｡調整用工具の種類は,硯用より少くて

すむのであって,製造,保守に便利である｡

〔ⅤⅠⅠ〕ZRE形継電器を使用した

場合の交換機の特性

自動交換機の代表的な1号Aセレクタに,ZRE形継電

器を使用した場合,第20図の回路で,ダイヤル･インパ

ルスの変動に対する動作安全度(8)(9)を,現用の水平形継

電器±比較した結果,電源電圧46および51V に対し

て,それぞれ第21図および第22図(次表参照)に示す

よr■ぅこなった∴~尉祭のダイヤル･インパルス変動は,速

度9⊥11インパ′レス/秒,メーク率30～37%なので,

団に∴｣ミすように,規用の水平形継電器を使用した場合と

ほ上んご差がなくて,十分な安全度を有している｡すな

わち,ZRE形継電器を硯用の交換機に使用した場｢㌻,筒

々C･つ継電器の調整柄ほ,水平形緋電器と多少異っても,

交換機上しての量終機都鳥十分果すことが可能であつ

て,さ主に前述のすぐれた4封′=二より,長寿命と安党性

が湖持され,保守の容易な長竃命交換機の実現が可能で

ある｡

節20図 1号Aセレクタ回路図

Fig･20･Circuit Diagram of No.1A

Selector
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第21図 ZRE形継電器および硯吊の水平形静電器

を使用した場合の1号Aセレクタ動作変域

(電源電圧45～46V)

Fig.21.OperationDiagramofNo.1ASelector

usedforZRETypeRelayandPresent

HorizontalType Relay

(45～46V source)

〔ⅤⅠⅠⅠ〕績 言

我国自動交換局の70% の局で使用されていろ水平形

継電器において,その最大欠一r与､である塵挨障害と接点圧

力の不安定を,完全にとり除いた,双子接点カード駆動

方式の,ZRE形継電器につき,その特性の概要を紬告し

た｡この継電器は,すでに,関西電力株式会社尼崎,姫

路火力発電所,東京電力株式会社艮始め,各方面に使用

され,御好評をえている｡さらに研究を続け,需要家各

位の御要望に応えて,長 .甘で安定な継眉器の製作に努

力を続けるつもりである｡

終りに常に御指導をいただいている11本電信電話公社

電気通信研究所の本荘課長,窪小谷係長,施設局市内諜

の鳥巣係長に厚く御礼申しあげるとともに,御鞭撞下さ

った日立製作所戸頻工場内の関係各位に厚く感謝の意を

する次第である｡
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